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【第８回北信越ブロック交流登山 in 富山】 

★山域・山名＝立山山麓・尖山 559m、材木坂～美女の森 

★山行日＝2019 年 10 月 5-6 日（土日） 

★天 候＝5 日/曇り一時晴れ、6 日/雨のち曇り 

★山行者＝田鹿、鈴木、加藤、渡辺光、野本、伊藤、大竹、

池亀（報告）、比護（9 名） 

 

❣楽しみにしていました❣初めてのテント泊❣ 

■10 月 5 日（土） 富山・尖山 559m 

雲時々晴れ 

▼1 時間ちょっとのトレッキングコース。地元

では人気の山らしく、“とんがり山”のおそろ

いＴシャツの団体さん（15 名くらい）、ほかに

も 30 名程の人とすれ違う。糸魚川でいう戸倉

山みたいな気軽さがいいのでしょうネ。沢沿い

を 30 分くらい登って行くと小さな滝があり、

森林浴が気持ちいい。 

▼最後に階段を登って山頂に着く。10 名程の

グループがチーズフォンデュを囲んで楽しそ

う。私たちも山ランチの話題になり、S さんの

ミニ講習会。ガス・コッヘルのセット、ナイフ

やライトなど見せてもらったりして「な～～る

ほど…」。いろんな便利なものがあるんだネ。 

▼曇り空だが、薄っすらの展望だがまぁまぁ。

ゆっくりおしゃべりできていい時間❣❣。1 時

間滞在して登りの道を引き返しました。登山口

から温泉へと向かい、吉峰温泉立山グリーンパ

ークで汗を流す。施設がきれいで広く、一日ゆ

っくり過ごせそうです。また来たい。 

▼15 時、交流登山のキャンプ施設に到着。み

んなでテントを張る。なんだか子供のようにワ

クワク。夕食の段取りをしつつテーブルを囲ん

でチョイ早ビール。宴のスタートです。“ナベ

奉行”の S さん、今晩の夕食のためにと「とり

野菜ナベ」の下ごしらえをぜ～んぶしてあり、

頭が下がります。 

▼具だくさんのナベ完成で～～す❢。「いった

だきますっ❢」。自然の中で、山の仲間と食す。

なんて幸せ者でしょうか。つくづく「山の会に

入会してよかったぁ…」。だって、友達でもな

い、家族でもないこのメンバーに出会えたこと

が宝です❢❢。「美味し～い」。たくさん作った

から、明日の朝はうどんを入れて朝食に…。 

▼17 時 30 分、交流会の始まりです。各地の

地酒もたくさんで、いただきまーーーす。60

名超の参加者です。小雨もなんのその。みんな

が輪になって楽しそうです。20 時ころお開き

になり、参加者はそれぞれのテントへ。 

▼糸魚川はジャンボテントに 9 名が入り、二次

会のスタート。先輩方から「山っちゃ、こ～ゆ

うもんだ❣」。未熟な私と H さんは反省するこ

とが多くあり、この機会にあらためて山のルー

ルを教えてもらいました。 

▼楽しい交流と親睦でしが、先輩方にほとんど

を準備してもらいました。私も何かお手伝いを

したいと思いました。次の機会には私と H さん

山行記 
 



で食事担当を志願いたします。これからもよろ

しくお願いします。ありがとうございました。 

 

■10 月 6 日（日） 朝から雨 

▼計画では交流登山として、立山山麓の「材木

坂～美女の森周遊」の予定でしたが、雨のため

に中止になりました。その後、宇奈月温泉の“と

ちの湯”で温泉に浸かり、黒部の「魚の駅・

生地」で昼食。美味しい海鮮丼をいただい

てから帰路につきました。 

皆さんお疲れ様でした。 

 

■山のエチケットやルールを 

守ってほしい❢ 

▼糸魚川は 2 張りのテントを先に設営し

ました。その後、長野県連の皆さんが来て

私たちの隣にテントを張ったのですが、あ

まりにも近すぎでした。大きな声で夜遅く

までおしゃべりしていたのには参りまし

た。早朝 4 時頃からもおしゃべり。会の

メンバーは眠れず、散々な思いでした。今

一度他の人のことも考えての行動をお願

いしたいです。 

《報告 by 池亀》《写真 by 加藤》 
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